
▪ 設備自動洗浄工程で使用する水の削減
工場では、製品の生産終了後に配管やタンク・殺菌機等生産機器を、洗剤を使用して自動洗

浄しています。洗浄前に事前に汚れを落とすための前水洗、洗浄後の洗剤残りを防止するため
の後水洗があり、製品品質を保つためにとても重要な工程である一方、生産活動での水使用量
の中で大きな割合を占めています。各工場では、十分な検証と品質管理を徹底したうえで前水
洗・後水洗の水量を削減する取り組みを推進し、その結果、約1,440m3の削減を実現しました。

ヤクルトグループの各工場では、処理方式にかかわらず、法や各自治体の省令等で定められた
排水基準よりも厳しい自主基準を定め、排水管理を行っています。

ヤクルトグループの乳製品工場では、工場排水の処理に「A&G水浄化システム」を導入してい
ます。本システムは、ヤクルトの容器の底を抜いたもの（ヤクルトろ材）を、微生物が生息する接
触材に利用したものです。

本社工場では福島工場、茨城工場、富士裾野工場、兵庫三木工場に、ボトリング会社では岩
手ヤクルト工場、愛知ヤクルト工場、岡山和気ヤクルト工場に同システムを導入しており、海外工
場においても 2010 年からインドネシアヤクルトのスカブミ工場に導入しています。

A&G水浄化システム

▪ 処理水を散水に再利用（メキシコヤクルト）
イスタパルカ工場では、水の再利用として排水処理場の処理水を工場の緑地に散水していま

す。2021年は月平均1,413ｔ、年間の合計では16,956ｔを散水しました。

▪ 生産排水の浄化施設の設置（中国ヤクルトグループ）
無錫工場では、中国の排水基準1級Ａを満たす生産排水処理施設を設置しています。排水基

準1級Ａの水質は、工業用水としての再利用が認められており、無錫工場で排水された水は最終
水処理場を経由して他社の工場で活用されています。また、無錫工場においては、生活用水の
浄化装置も設置し、外部排出基準を満たしたうえで排出しています。

各国・地域における取り組み

本社乳製品工場およびボトリング会社では、生産の過程で発生する洗浄水等の排水を各工場
に設置されている排水処理施設で適正に処理した後、下水道や河川に放流しています。河川等
周辺の自然環境に与えるリスクを認識し、排水処理施設での不測の事態や工場敷地内の輸送車
両から油類が漏れた場合等、想定される緊急時対応の教育訓練を年に 1 回以上実施して、水質
汚濁予防に向けた体制強化や意識向上を図っています。

また、水辺における生物多様性の保全に努めています。IBAT※を使用した生態系リスク調査を
行っており、福島工場の下流側の阿武隈川沿岸はオナガガモの飛来地として生物多様性重要地
域に指定されていること等を確認しています。
※ IBAT(Integrated Biodiversity Assessment Tool)：国連環境計画（UNEP）等が参加する生物多様性プロジェク

ト「IBAT Alliance」が開発した生物多様性統合アセスメントツール。

水質汚濁予防と生物多様性の保全

水の有効利用に関する各国・地域の主な取り組み

国・地域 活動内容
台湾 雨水リサイクルシステムを導入。2021年はトイレの水洗や散水等で94tを再

利用
タイ 製造タンクの更新にともない、旧タンク8本に排水を貯め、輸送車の洗車等に再利

用した結果、2021年は河川への排水量ゼロを達成
韓国 生産設備の自動洗浄の排水を再利用し、水の使用量を削減
フィリピン 生産時に使用した冷却水ならびに雨水を散水、消火栓用水、トイレの水洗等に

再利用
インドネシア スカブミ工場は2011年から生産排水の浄化装置を導入。工場内の毎日の水質管理、

毎月の外部機関による水質検査を実施
中国（天津） 継続的に再生水をトイレの水洗に活用
ブラジル 2021年から第3工場の排水を浄化し、月平均12m³をトイレの水洗に再利用
米国 本店・工場敷地内に雨水の再利用システムを設置し、植物の散水に再利用
インド 廃水を処理後、敷地内樹木育成への散水に使用
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